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皆さまのあたたかい善意に心より感謝いたします。
ぎんなん基金は地域福祉事業に活用させていただきます。

ぎんなん基金ぎんなん基金ぎんなん基金ぎんなん基金 ご協力ありがとうございました。

令和4年5月１０日～8月10日
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清島 康伸
清島 武雄
絆の会歌謡愛好会
陽南地区社会福祉協議会
宇都宮仏教会
宇都宮介護者の会 会長　三篠 安子
宇都宮瑞穂野苺婦人部
パーラープリンス駒生店お客様一同

かましん戸祭店お客様一同
栃木県レーザーカラオケ協会
猪田　一良

ユニー株式会社“小さな善意で大きな愛の輪”
運動　アピタ宇都宮店　店長　金島淳

(株)五光
サンユー上河内店お客様一同
匿名（２名）

寄附者（団体） 金額（円）
寄附順・敬称略

寄附者（団体） 金額（円）

【お問い合わせ】総務企画課（総合福祉センター 1 階）    電話 636-1215　FAX638-9856 
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“うつのみや社協だより”は、　　　　　　　です。よろしくお願い申し上げます。
宇都宮市社協ＨＰ

善意銀行善意銀行善意銀行善意銀行
預託者名 預託品等 預託者名 預託品等

石綱　正（4回）

福祉劇団やすらぎ 代表 長島 丞生

（株）下野新聞社

明電産業（株）

沼子　典司（2回）

ゆたか団地豊寿会

髙橋　康平

星野　庄三郎

相田　完児

相田　道子

今泉地区コミュニティ協議会

大森　照江

内藤　敦子

三信電工（株）

ふれあいサロン砥上

宇都宮地域クボタ会　会長　加藤　高伸

宇都宮ボランティア推進委員会

小林　寛

匿名

大和証券（株）宇都宮支店

ジャービス商事（株）

稲葉　友子

プルタブ

使用済切手

使用済切手

使用済切手

プルタブ

プルタブ・使用済切手

2,500円

2,500円

2,500円

2,500円

使用済切手

プルタブ

プルタブ

使用済切手

プルタブ

タオル144本、石鹸27個

プルタブ

米９０kg

2,000円

1,000,000円

使用済切手

使用済切手

浅野　正男

浅野　巳恵

浅野　郁子

浅野　岳彦

亀田　順

やしお会　興野 憲史

社会福祉 シェイクハンズ友の会

阿部　京子

メットライフ生命　宇都宮A・O

飯田グループホールディングス（株）

損害保険ジャパン（株）栃木支店法人支社

仲沢　好江

釜井台有志一同

たから船　安野　英子

福山　清貴

（株）栃木銀行

斉藤　富夫

斉藤　モト

斉藤　恵美子

高橋　英一

（株）栃木サッカークラブ　強化担当　髙杉　亮太

ご協力ありがとうございました。
皆さまのあたたかい善意に心より感謝いたします。

1,000円

1,000円

1,000円

1,000円

タオル50本

プルタブ

車椅子2台

プルタブ

プルタブ

4,195,000円

使用済切手

プルタブ・使用済切手

プルタブ

プルタブ

サッカーボール3個

プルタブ・使用済切手

1,000円

1,000円

1,000円

1,000円

132,132円

令和４年5月～7月 寄附順・敬称略
使用済み切手やプルタブ等による益金は、宇都宮市内の地域福祉活動やボランティア活動の推進・
支援に活用させていただきます。

【お問い合わせ】ボランティアセンター（総合福祉センター８階）電話 636-1285　FAX 634-2870
ホームページもご覧ください。 検 索検 索宇都宮市社協ボラセン

◆赤い羽根共同募金は「じぶんの町を良くするしくみ」として、栃木県内でお寄せいただいた募金が、宇都
宮市内をはじめ、県内の社会福祉施設・団体や地域の社会福祉事業等に配分されています。
◆集められた募金の一部は災害時に備えて積み立てられており、被災された方々の生活を支援する災害ボ
ランティアセンターの運営等にも役立てられています。
◆歳末たすけあい募金は、共同募金運動の一環として行われる募金です。皆さまからお寄せいただいた募
金は、宇都宮市内で支援を必要とする方々のために、年末年始に行う地域福祉事業や、障がいのある方が
働く作業所などの福祉施設での行事など、地域に密着した福祉活動に配分され、役立てられています。



福祉協力員制度は、平成４年度に開始して以降、今年３０周年を迎え、この間、地区社会福祉協議会
をはじめ、宇都宮市、自治会連合会、民生委員児童委員協議会などの関係機関のご理解とご協力をい
ただきながら、宇都宮市の地域福祉の向上のため、四半世紀以上に渡り、地域における見守りや声かけ
などの活動を続けてきました。

この度、福祉協力員の皆さまの長年にわたる功績を称え、市社協会長表彰を贈呈させていただきま
した。受賞された105名の皆さま、誠におめでとうございます。

（受賞者数）   （研修会）
　30年表彰： 1地区 1名 『今、知りたい、考えたい福祉課題 “ヤングケアラー”って？』
　20年表彰：10地区34名 講師：大石剛史先生
　10年表彰：22地区70名 　　（国際医療福祉大学　医療福祉・マネジメント学科准教授）

今年も皆さまの温かいご支援とご協力をお願いいたします

赤い羽根共同募金
歳末たすけあい募金

１０月１日から全国一斉に共同募金運動が行われます。地域住民の皆さまや企業・団体の皆さまなど、毎年
大勢の方 に々ご協力いただき、また、たくさんのボランティアの皆さまによって支えられています。　

皆さまの温かい心が込められた募金は、高齢者や障がいのある方、児童・青少年の支援活動などのほか、誰
もが地域で安心して暮らすための福祉のまちづくり活動などにも役立てられています。

令和３年度に宇都宮市内でお寄せいただいた募金
   赤い羽根共同募金 ３２，６７６，１５２円　歳末たすけあい募金 １８，８１７，６９８円

皆さまの温かいご協力に厚くお礼申し上げます。

募金の主な活用先～令和３年度に実施された配分事業の一例をご紹介します～

歳末たすけあい募金

赤い羽根共同募金

公益財団法人 東日本盲導犬協会 雀宮地区　針ヶ谷中さくらクラブ会

認定しらゆり保育園

地域交流クリスマス会 見守りを兼ねた配付事業

明保地区社会福祉協議会

～地域の皆さまとの温かい交流が生まれました～ ～民生委員や福祉協力員がお見舞い品を配付～

盲導犬犬舎の空調設備工事 ふれあい・いきいきサロン活動
～快適に過ごせるようになりました～ ～地域の居場所づくりをしています～

【お問い合わせ】地域福祉課（総合福祉センター５階） 電話 636-1215　FAX 637-2020

日頃の活動に対する感謝と福祉活動の
さらなる充実に向けて

表彰式の様子

福祉協力員表彰式・研修会

研修会の様子

北部ブロック

北部ブロック

西部ブロック

南部ブロック 中央ブロック

東部ブロック
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サマーボランティアスクール
　次世代の社会を担っていく学生が、障がいに対する知識を得、体験をすることで、誰もが住み慣れた
地域で支え合い、安心して暮らせるまちづくりへの理解と関心を高めるとともに、ボランティア活動の
きっかけをつくること、さらには身近な地域でのボランティア活動の推進を図ることを目的とした講座
です。

8月4日（木）1日目8月4日（木）1日目

コロナ禍により３年振りの開催となりました。コロナ禍により３年振りの開催となりました。コロナ禍により３年振りの開催となりました。

視覚障がい当事者の方を講師に招き、講
話、アイマスク体験を行いました。

1日目の学びを活かして視覚障がい当事
者の方 と々交流・体験を行いました。

アイマスクで折り紙体験

STT（サウンドテーブルテニス）体験

盲人用オセロで交流

▲笑顔で「お元気ですか？」

8月5日（金）2日目

コロナ禍のボランティア活動紹介 ～オンライン傾聴～
傾聴ボランティアグループ「SDOサポート27」

　高齢者施設等に訪問し、対面でお話を聴く「傾聴ボランティア」は新型コロナウイルス感染
症の影響により、活動自粛が続いている状況です。そのようなコロナ禍で今回、ボランティア
センター登録団体「SDOサポート27」はZOOＭを活用したオンライン傾聴活動を始めました。

　コロナの影響により活動ができず、会員が
約90人から60人まで減少してしまい、会員
の存続、モチベーションの向上のためにオン
ライン傾聴を始めたとのことです。
「対面と違い、タイミングが難しいところが
あったが慣れれば問題ない。（コロナ収束）
先が見えない中、会員のモチベーションを維
持するのは大変。一つの突破口として広めて

いきたい」と、代表　松浦正夫さん。
<写真左>

まつうら まさお

令和４年度宇都宮市社会福祉協議会「福祉協力員表彰受賞者」

受賞おめでとうございます

【お問い合わせ】総務企画課（総合福祉センター１階） 電話 636-1215　FAX 638-9856
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1 御幸ヶ原地区 武井　加代子

【２０年表彰受賞者】

【３０年表彰受賞者】

【１０年表彰受賞者】

1 東地区 金 田　 ゆ う 子 25 石井地区 菊池　久美子 49 戸祭地区 井 下　 一 子
2 簗瀬地区 青木　富美子 26 〃 菊 池　 廣 司 50 〃 佐 藤　 和 江
3 〃 青 木 　 操 27 〃 根 本　 和 男 51 〃 池 田　 道 子
4 〃 関 口　 幸 子 28 〃 伊 藤　 芳 子 52 〃 北 島　 敏 江
5 〃 菊 地　 良 子 29 〃 黒 松　 富 枝 53 〃 河 田　 正 子
6 昭和地区 塩 澤　 和 利 30 〃 横田　京司郎 54 細谷 ・上戸祭地区 上 田　 恵 子
7 〃 普入　美恵子 31 清原地区 柴 山　 妙 子 55 陽南地区 近 藤　 弘 子
8 今泉地区 石川　百合子 32 〃 赤 羽　 博 興 56 緑が丘地区 小 松　 妙 子
9 〃 生田目　孝子 33 〃 伊 藤　 イ チ 57 〃 丸 山　 け い
10 泉が丘地区 長 島　 洋 子 34 〃 島 田　 正 子 58 〃 江 川　 良 治
11 〃 橋 本 　 斌 35 〃 及 川　 裕 美 59 〃 亀 山　 明 子
12 〃 田 代　 セ ツ 子 36 〃 小 杉　 敬 子 60 〃 鈴木　百合子
13 石井地区 庭 野　 洋 子 37 〃 森 田　 陽 子 61 〃 亀 井　 陽 子
14 〃 豊 田　 勝 子 38 桜地区 井 上　 福 子 62 〃 脇 島　 文 江
15 〃 松 田　 一 男 39 〃 中 臣　 敦 子 63 陽光地区 畠 山　 栄 子
16 〃 菊 池　 ア ヤ 子 40 〃 並木　 ミ ツ子 64 〃 松 本　 康 江
17 〃 神 山　 惠 子 41 〃 須 藤　 孝 子 65 横川地区 戸 﨑　 玲 子
18 〃 坂 寄　 君 代 42 〃 飯 野　 厚 子 66 雀宮地区 村上　八千代
19 〃 田 崎　 和 夫 43 〃 福 田　 礼 子 67 御幸ヶ原地区 谷 口　 和 子
20 〃 菊 池　 利 夫 44 明保地区 丸 山　 明 美 68 国本地区 中 山　 利 久
21 〃 菊 池　 久 恵 45 〃 坂 入　　　 泰 69 上河内地区 川 嵜　 順 子
22 〃 菊池　美智子 46 〃 髙 山　 厚 子 70 河内地区 谷田貝　和江
23 〃 外池　佳代子 47 城山地区 金 田　 順 子
24 〃 菊 池　 恭 子 48 姿川地区 荻 原　 靜 枝

（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）

1 東地区 天 野　 幸 子 13 泉が丘地区 末 長　 国 夫 25 陽光地区 伴　　 悦 子
2 〃 丸 山　 佳 子 14 〃 亀 井　 ケ イ 26 〃 奥 澤　 房 子
3 〃 笹沼　貴美子 15 〃 佐々木　茂美 27 〃 石 附　 春 美
4 昭和地区 髙 橋　 初 江 16 〃 渡 邊　 洋 介 28 〃 大 野　 孝 子
5 〃 小 林　 和 世 17 清原地区 黒 崎　 芳 子 29 〃 赤石澤　香世子
6 〃 橋 本　 か お る 18 戸祭地区 青柳　みさ子 30 雀宮地区 舘 野　 順 子
7 〃 青木　久美子 19 緑が丘地区 佐 藤　 榮 子 31 御幸地区 大 川　 裕 子
8 〃 中 山　 正 子 20 〃 加 藤　 法 子 32 〃 金枝　三津枝
9 〃 大 渕　 恵 子 21 〃 龍　 美 智 子 33 〃 笹 崎　 栄 光
10 〃 土屋　多仁子 22 〃 小川　みつえ 34 〃 星 野　 道 子
11 錦地区 名畑目　恵子 23 〃 加 藤　 君 代
12 泉が丘地区 萩 原　 壽 子 24 〃 木野内　千代



サマーボランティアスクール
　次世代の社会を担っていく学生が、障がいに対する知識を得、体験をすることで、誰もが住み慣れた
地域で支え合い、安心して暮らせるまちづくりへの理解と関心を高めるとともに、ボランティア活動の
きっかけをつくること、さらには身近な地域でのボランティア活動の推進を図ることを目的とした講座
です。

8月4日（木）1日目8月4日（木）1日目

コロナ禍により３年振りの開催となりました。コロナ禍により３年振りの開催となりました。コロナ禍により３年振りの開催となりました。

視覚障がい当事者の方を講師に招き、講
話、アイマスク体験を行いました。

1日目の学びを活かして視覚障がい当事
者の方 と々交流・体験を行いました。

アイマスクで折り紙体験

STT（サウンドテーブルテニス）体験

盲人用オセロで交流

▲笑顔で「お元気ですか？」

8月5日（金）2日目

コロナ禍のボランティア活動紹介 ～オンライン傾聴～
傾聴ボランティアグループ「SDOサポート27」

　高齢者施設等に訪問し、対面でお話を聴く「傾聴ボランティア」は新型コロナウイルス感染
症の影響により、活動自粛が続いている状況です。そのようなコロナ禍で今回、ボランティア
センター登録団体「SDOサポート27」はZOOＭを活用したオンライン傾聴活動を始めました。

　コロナの影響により活動ができず、会員が
約90人から60人まで減少してしまい、会員
の存続、モチベーションの向上のためにオン
ライン傾聴を始めたとのことです。
「対面と違い、タイミングが難しいところが
あったが慣れれば問題ない。（コロナ収束）
先が見えない中、会員のモチベーションを維
持するのは大変。一つの突破口として広めて

いきたい」と、代表　松浦正夫さん。
<写真左>

まつうら まさお

令和４年度宇都宮市社会福祉協議会「福祉協力員表彰受賞者」

受賞おめでとうございます

【お問い合わせ】総務企画課（総合福祉センター１階） 電話 636-1215　FAX 638-9856

うつのみや社協だより 51うつのみや社協だより 14
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うつのみや
社会福祉法人
宇都宮市社会福祉協議会
宇都宮市中央1丁目1番15号
宇都宮市総合福祉センター内
電 話 028－636－1215㈹
FAX 028－638－9856　

検 索検 索宇都宮市社会福祉協議会

http://www.utsunomiya-syakyo.or.jp

編集発行

令和4年10月1日 発行
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皆さまのあたたかい善意に心より感謝いたします。
ぎんなん基金は地域福祉事業に活用させていただきます。

ぎんなん基金ぎんなん基金ぎんなん基金ぎんなん基金 ご協力ありがとうございました。

令和4年5月１０日～8月10日

５０，０００
５０，０００

５，０００
５，０００

３０，０００
２，２０９

２３，３０９
４，８６６

８，５５８
２９，６００

１，９５４

５５，２３６

１００，０００
１５，４４２

３，７０３

清島 康伸
清島 武雄
絆の会歌謡愛好会
陽南地区社会福祉協議会
宇都宮仏教会
宇都宮介護者の会 会長　三篠 安子
宇都宮瑞穂野苺婦人部
パーラープリンス駒生店お客様一同

かましん戸祭店お客様一同
栃木県レーザーカラオケ協会
猪田　一良

ユニー株式会社“小さな善意で大きな愛の輪”
運動　アピタ宇都宮店　店長　金島淳

(株)五光
サンユー上河内店お客様一同
匿名（２名）

寄附者（団体） 金額（円）
寄附順・敬称略

寄附者（団体） 金額（円）

【お問い合わせ】総務企画課（総合福祉センター 1 階）    電話 636-1215　FAX638-9856 
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“うつのみや社協だより”は、　　　　　　　です。よろしくお願い申し上げます。
宇都宮市社協ＨＰ

善意銀行善意銀行善意銀行善意銀行
預託者名 預託品等 預託者名 預託品等

石綱　正（4回）

福祉劇団やすらぎ 代表 長島 丞生

（株）下野新聞社

明電産業（株）

沼子　典司（2回）

ゆたか団地豊寿会

髙橋　康平

星野　庄三郎

相田　完児

相田　道子

今泉地区コミュニティ協議会

大森　照江

内藤　敦子

三信電工（株）

ふれあいサロン砥上

宇都宮地域クボタ会　会長　加藤　高伸

宇都宮ボランティア推進委員会

小林　寛

匿名

大和証券（株）宇都宮支店

ジャービス商事（株）

稲葉　友子

プルタブ

使用済切手

使用済切手

使用済切手

プルタブ

プルタブ・使用済切手

2,500円

2,500円

2,500円

2,500円

使用済切手

プルタブ

プルタブ

使用済切手

プルタブ

タオル144本、石鹸27個

プルタブ

米９０kg

2,000円

1,000,000円

使用済切手

使用済切手

浅野　正男

浅野　巳恵

浅野　郁子

浅野　岳彦

亀田　順

やしお会　興野 憲史

社会福祉 シェイクハンズ友の会

阿部　京子

メットライフ生命　宇都宮A・O

飯田グループホールディングス（株）

損害保険ジャパン（株）栃木支店法人支社

仲沢　好江

釜井台有志一同

たから船　安野　英子

福山　清貴

（株）栃木銀行

斉藤　富夫

斉藤　モト

斉藤　恵美子

高橋　英一

（株）栃木サッカークラブ　強化担当　髙杉　亮太

ご協力ありがとうございました。
皆さまのあたたかい善意に心より感謝いたします。

1,000円

1,000円

1,000円

1,000円

タオル50本

プルタブ

車椅子2台

プルタブ

プルタブ

4,195,000円

使用済切手

プルタブ・使用済切手

プルタブ

プルタブ

サッカーボール3個

プルタブ・使用済切手

1,000円

1,000円

1,000円

1,000円

132,132円

令和４年5月～7月 寄附順・敬称略
使用済み切手やプルタブ等による益金は、宇都宮市内の地域福祉活動やボランティア活動の推進・
支援に活用させていただきます。

【お問い合わせ】ボランティアセンター（総合福祉センター８階）電話 636-1285　FAX 634-2870
ホームページもご覧ください。 検 索検 索宇都宮市社協ボラセン

◆赤い羽根共同募金は「じぶんの町を良くするしくみ」として、栃木県内でお寄せいただいた募金が、宇都
宮市内をはじめ、県内の社会福祉施設・団体や地域の社会福祉事業等に配分されています。
◆集められた募金の一部は災害時に備えて積み立てられており、被災された方々の生活を支援する災害ボ
ランティアセンターの運営等にも役立てられています。
◆歳末たすけあい募金は、共同募金運動の一環として行われる募金です。皆さまからお寄せいただいた募
金は、宇都宮市内で支援を必要とする方々のために、年末年始に行う地域福祉事業や、障がいのある方が
働く作業所などの福祉施設での行事など、地域に密着した福祉活動に配分され、役立てられています。


